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文学部の皆さんこんにちは。平成27年後期授業が始まりました。残暑も去り、過ごしやすい季節を迎えました。体調はいかかでしょう。夏休み中に経験・知識・ネットワークを蓄えた方は、この10月に更なる飛躍を！もう少し頑張っておけばよかった…と思われる方は、この10月から取りかかりましょう。いまひとつ、気分が乗らない、何から手をつけてよいかわからない…という方は、相談室をご利用ください。
　早速ですが、6日火曜日13時から14時半まで学生相談室に於いて第2回就職支援ワークショップを開催します。お気軽にご参加ください。今回のワークショップは「進路の分かれ道、どちらの道を選ぶのか?!」をテーマにしています。大きな「選択」についてです。『選択の科学』の著者、コロンビア大学ビジネススクールのシーナ・アイエンガー教授が次のように述べていらっしゃいます。

アイエンガー教授はこんなことも仰ってます。「『選択』の結果を受け入れがたいと考えるのであれば、あらかじめ、他人に意見を聞くということは、有効な薬になるのです。」
　皆さんの「選択」に際して、学生相談室がお役に立てればたいへんありがたく嬉しいことです。


１０月６日(火)13:00～14:30　学生相談室 講師：髙木奈穂氏（株）NEAT　代表取締役
　　　　　　　☆　内定がもらえないときにこそ行動する　☆
　　＊文学部学生相談員には相談内容に関する守秘義務があります。安心してご相談ください。＊
○相談予約は学生相談室直通電話番号092-642-3943または　sodan@lit.kyushu-u.ac.jpにご連絡ください。また、学生相談室開室日に直接来室して頂けます。（予約のない場合は当日利用できます。）

＊文学部学生相談室は文学部学生支援室並びにあります。グリーンの扉が目印です！
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こんにちは！文学部学生修学・就職等相談室です。


（通称：学生相談室です）

















人生における選択は、すべて自由に選べるということなどありえず、かならず、その限界や、制約があり、見ようによっては、「選択」などしようがないじゃないか、と思える場合も多々あるということです。


　私の場合がそうでした。学校の先生は子どもたちに、「あなたがたは何にでもなれる」と説きましたが、私はそれを聞きながら、様々な選択の限界を感じていたのです。（アイエンガー教授は全盲）　＜中略＞


　しかし、こうした制約の中でも、選択をすることはできました。


　私は自分に課せられた制約をよくわかっています。しかし、その制約も、様々な角度から検討することで、見えなかった「選択肢」が開けてくるものなのです。














　　　　　　　10月の学生相談室開室日　開室時間：11時～17時 (面接受付16時半まで)


６日（火）　 7日（水）　 １３日（火）　１4日（水）


２０日（火） 21日（水）　2７日（火）　28日（水）  


６日（火）１３:０0～1４:３0　第２回就職応援ワークショップ











